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南
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比
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町
二
―
一

資
本
金

九
八
〇
万
円

設

立

０８
・
１１
・
５

役

員

�社
島
幸
司

代
表
は
医
療
・
理
化
学
機
器
販
売
の
�株

ヒ
ロ
セ
イ
で
営
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
約
一
〇
年
間
経
験
し
、
独
立
。
１１
月

１７
日
か
ら
研
究
用
医
療
・
理
化
学
機
器
の

販
売
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
営
業
を
始
め
た
。

遺
伝
子
診
断
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
や
環
境
関
連
の
理
化
学
機
器
に
注
力
。

空
調
設
備
や
電
気
製
品
も
扱
い
、
研
究
室

の
企
画
設
計
も
行
う
。
大
学
や
製
薬
会
社

な
ど
の
研
究
室
に
最
適
な
機
器
や
シ
ス
テ

ム
を
提
案
し
、初
年
度
は
売
上
げ
四
億
八
〇

〇
〇
万
円
を
目
指
す
。�従
五
人
、９
月
決
算
。

�銀
広
信
金
段
原
。�電
五
六
八
―
二
二
三
九
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
はhttp://m

ixell.co.jp

所
在
地

南
区
京
橋
町
八
―
一
〇

設

立

０８
・
１０
・
２１

資
本
金

五
〇
万
円

役

員

�社
藤
目
哲
哉

京
都
大
工
学
部
を
卒
業
後
、
京
都
市
役

所
に
勤
務
。
８
８
年
か
ら
広
島
で
予
備
校

講
師
を
経
験
し
、
０
７
年
同
所
で
個
人
塾

よ
う
ば
く

「
羊
麦
塾
」
を
開
講
。
こ
の
た
び
法
人
化

し
た
。
高
校
生
を
対
象
に
英
語
、
数
学
、

国
語
の
三
教
科
で
一
対
一
の
個
別
指
導
を

行
う
。
自
習
室
も
完
備
。
口
コ
ミ
や
紹
介

で
の
入
塾
が
メ
ー
ン
で
、
０
９
年
４
月
か

ら
中
学
生
向
け
も
始
め
る
予
定
。
９
月
決

算
。
�電
五
五
五
―
三
五
五
五
。

▽
広
島
経
済
大
学
は
、ビ
ジ
ネ
ス
講
座「
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
三
学
期

受
講
生
を
募
集
。
財
務
会
計
や
イ
ン
ド
経

済
、
英
語
な
ど
五
講
座
が
あ
り
、
平
日
午

後
７
時
か
ら
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で
開
く
。一

科
目
一
万
二
〇
〇
〇
円
。�電
八
七
一
―
九
三

四
五
。申
し
込
み
締
め
切
り
は
１２
月
１２
日
。

▽
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
�株
は
１２
月
３
日

午
後
１
時
半
〜
４
時
半
、
県
立
ふ
く
や
ま

産
業
交
流
館
で「
ダ
イ
キ
ン
省
エ
ネ
・
環
境

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
く
。�
塗
る
�エ
ア
コ
ン
と

い
う
太
陽
熱
高
反
射
遮
熱
塗
装
「
ゼ
ッ
フ

ル
」
に
よ
る
省
エ
ネ
な
ど
が
テ
ー
マ
。
参

加
無
料
。�電
〇
八
六
―
二
四
五
―
二
五
九
一
。

▽
�社
広
島
東
法
人
会
は
１２
月
１７
日
午
後
２

〜
３
時
半
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
で
特
別
講
演
会
を
開
く
。
読
売

テ
レ
ビ
の
辛
坊
治
郎
理
事
・
解
説
副
委
員

長
が
「
テ
レ
ビ
の
う
ら
・
オ
モ
テ
〜
メ
デ

ィ
ア
に
だ
ま
さ
れ
る
な
」
を
講
演
。
参
加

無
料
。
�電
二
二
三
―
〇
一
七
九
。

２００９
年
版
広
島
企
業
年
鑑
・
訂
正

▽
１
７
５
頁

�株
モ
ル
テ
ン
�
銀
行
／
も

み
じ
銀
三
篠
と
広
信
金
本
店
を
削
除
。

う
つ
病
の
歴
史

は
古
い
。
古
代
ギ

リ
シ
ャ
時
代
に
医

聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

が
う
つ
病
を
メ
ラ

ン
コ
リ
ー
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

黒
胆
汁
が
脳
を
侵
し
、
抑
う
つ
を
生
じ
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀

前
半
に
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
に
よ
っ
て
内
因

性
躁
う
つ
病
と
い
う
疾
病
単
位
が
確
立
さ

れ
た
。
現
在
の
疾
病
分
類
は
こ
の
疾
病
単

位
を
基
に
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
米
国
を

中
心
に
Ｄ
Ｓ
Ｍ
に
よ
る
疾
病
分
類
に
整
理

さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
性

格
傾
向
を
持
つ
人
の
分
類
と
し
て
笠
原
・

木
村
の
分
類
が
あ
る
。
う
つ
病
に
な
り
や

す
い
人
の
性
格
特
性
と
し
て
は
、几
帳
面
、

責
任
感
が
強
い
、
徹
底
性
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
こ
れ
ら
は
下
田
の
執
着
性
格
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
よ
う
な
基
準
に

当
て
は
ま
ら
な
い
う
つ
病
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
代
表
と
し
て
「
逃
避
型
う

つ
病
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
休
日
に
は
私

的
生
活
は
楽
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
仕
事

は
で
き
な
い
と
い
う
選
択
的
な
う
つ
状
態

を
呈
す
る
。
ま
た
、「
未
熟
型
う
つ
病
」
と

い
う
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
依
存
心
が
強

く
、
他
者
へ
の
配
慮
が
乏
し
く
、
自
責
の

念
は
薄
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
臨
床
現
場
で
混
乱
を
き

た
し
て
い
る
病
態
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
双

極
�
型
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
う

つ
病
だ
け
の
症
状
を
呈
す
る
も
の
を
単
極

型
う
つ
病
と
呼
び
、
躁
病
と
う
つ
病
を
併

せ
持
つ
病
態
を
双
極
�
型
（
躁
う
つ
病
）

と
呼
ぶ
。
問
題
な
の
は
「
双
極
�
型
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
う
つ
状
態
を
主
体
と
す

る
症
状
で
あ
る
が
、
時
々
軽
い
躁
状
態
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
混
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

軽
い
躁
状
態
と
は
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
不
機

嫌
な
ど
の
症
状
で
あ
る
。
現
実
問
題
と
し

て
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
と
診
断
さ
れ

る
事
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
を
持
っ
た

人
に
は
、
抗
う
つ
剤
が
効
き
に
く
く
、
症

状
は
遷
延
化
す
る
事
が
多
い
。
治
療
に
は

難
渋
す
る
。し
か
し
、
最
近
、
感
情
調
整
剤

と
称
さ
れ
る
薬
剤
を
少
量
使
用
す
る
事
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
軽
減
さ
れ
る
事

が
私
に
も
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
う
つ
病
の

形
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
。
新
し
い

タ
イ
プ
の
う
つ
病
を
新

型
う
つ
病
と
呼
ぶ
事
も

あ
る
が
、
病
態
を
注
意

深
く
観
察
し
て
い
く
と

ど
こ
か
に
治
療
の
糸
口

が
見
え
て
く
る
も
の
で

あ
る
。

新
型
う
つ
病
？

広
島
市
医
師
会
副
会
長

山
中
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

山
中

祐
介

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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